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緒言
 心筋虚血の発生には二通りある。一つは冠動肱系そのものの障害により冠供血の減少ないし杜
 絶した絶対的あるいほ局所的心筋虚血であ鉱他の一つは心筋に過剰の負荷がかかり,心筋血液
 需要の増加が冠供血を上廻る相対的あるいほ全体的心筋虚血であって肥大心がその代表的なもの
 である。ところで冠動肱狭窄や閉塞の如き虚血性心疾患に論いては,その代償的,防禦的機構と
 して冠動駄間吻合による副行循聡が重要な意義をもつ。このことほ既に多ぐの研究があり,教室
 でも実験的にまた剖検例ても証明している。しかし肥大心に謝ヴる冠循環系の副血行循環に関し
 ての報告ほ少なく,その実験的研究もまだない。そこで著者は肥大心について・心肥大時にも冠
 動詠澗吻合が発達するか否かもし発達するとすれぼその促進因子として考えられる心筋虚血状
 態が肥大心に存在するか否かについて生理学的沿よび形態学的検討を加えるべく下記の実験を行
 なった。
実験方法
 2マ頭の犬には大励豚狭窄による直接的圧負荷,マ6頭の犬には一側あるいは両側腎動豚狭窄
 による体高血圧発生に伴う圧負荷を左心系に加え,前者(A群)は5～6週後,後者(B群)は
 2～5ヵ月後,生存例の左心室表面直接誘導心電図においてST偏位を生ずる冠流血量,冠酸素
 供給量,心筋酸素摂取量を測定,全例の摘出心について冠動豚造影法により冠動詠問吻合を追跡
 し,更に心筋単位体積当りの毛細魔管長を剖翻して比較検討した。
実験成績
 1.心重量対体重比(以下1〉体.重助が,Herrmannの正常値0.798をこすものを肥大心とみ棄
 すと,大動獄狭窄群(以下A群)では21頭中6頭,腎動耽狭窄群(以下B群)では16頭中9
 頭に肥大心の発生をみた。2.両群共心体重比が増加するにつれて冠動糠間吻合数が増加する傾向
 にあ鮎特にB群肥大心に著しかった。また貧血心でも同様に増加がみられた。5両群共心体重
 比が増加するにつれて,左心室表面直接誘導心電図にむいてST偏位をきたす,すなわち心筋虚
 血を呈するに至る冠流血量の限界値は高くなり,特にA群において著しかった。冠酸素供給量,
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 心筋酸素摂取量についても同様であった。4.A群の心体重比と心筋単位体積当りの毛細血管長は
 負の相関を有し,B群でも同様な傾向がみられた。5.肥大心の心臓全体の毛細血管長は同一心重
 量の正常心より小さく・特にA群で著しかった。5両群共心筋単位体縢当りの毛細血管長と冠流血
 量の限界値との間には負の相関がみられた。
考按
 冠閉塞の如き絶対的かつ局所的心筋虚血に対しては・虚血部局所に冷ける周囲心筋内血管内圧
 との圧差が冠動橡間吻合を発達させ,虚血部心笛へ供血を計ろうとする副f血行循壌が形成され,
 これが代償的,防禦的役割を果.していることに今日異論は恋い。肥大心で上記実験の如ぐ,左室
 表面直接誘導心電図上ST偏位を生ずる冠流血量の限界値が高かったことは肥大心が心筋虚血を
 招来し易いことを意味する。また肥大心筋と密接な関係にある毛細血管の長さが単位体積当りで
 肥大心では短かく,かつまた同一重量の心臓でも正常心に較べて短かぐ,この事実からも贈大心
 が心筋虚血に陥り易いことが裏づけられる。一・方冠動線問吻合は心肥大の傾向をとるにつれて増
 加し,肥大心では明らかにその発達がみとめられた。したがって肥大心のごとぐ相対的心筋虚血
 に陥塑易い状態は冠動微間吻合発達を促がすものと考える。さらに心肥大のないのにかかわらず
 貧血心で著明な冠動慰問吻合のみられたことは,肥大心同様相対的心筋虚血がその発達の因子で
 あることを裏づけるものであろう。なお左心室表面直接誘導心電図上eT偏位を示すに至る冠流
 垂雌の限界値がA群肥大心でB群肥大心より高かったことは,同じ肥大心でもA群でね.冠動駄間
 吻合数も毛細血管長もB群に比較して少ないことが関係していると思われ・これにはA群が急性
 短期間の直接的圧負荷であったのに比し,B群は慢性長期間の圧負荷であることが影響している
 と考えられる。
総括
 犬を用いて心肥大を実験的に作成,冠動詠間吻合の問題を中心に検討し,次の如き結論を得た。
 肥大心は正常心に較べ容易に心筋虚血に隠り易い状態にあ餌これは心筋肥大に毛細血管増殖が
 伴なわないことが一図であると考えら怠る。かかろ全体的かつ相対的心筋虚血は冠動糠間吻合を
 発達させる促進因子となりうると考えられるが,その程度は圧負荷の態度,期間などが影響する
 ことカ{示唆された。
 一47一
 審査結果の要・旨
 冠狭窄,冠閉塞の如き絶対的かつ局所的心筋虚血状態に齢ける冠動豚聞吻合の代償的副血行循
 環に関する研究は多いが,相対的かつ全体的心筋虚血の状態にあると考えられる肥大心について
 その実験的研究は極めて少堆い。
 着着は犬を用い,圧負荷を加えて作成した肥大心について冠動脈間吻合を中心に,心肥大に関
 する生理学的,形態学的研究を行ない1まず冠循環諸量と心電図との対比に設いて,心室表面直
 接誘導心電図でST下降を出現あるいは消失させる冠流血量の限界値は心重量対体重比と正の相
 関があり,心肥大の傾向をとるほど高値を示し,これは冠酸素供給量,心筋酸素摂取量の面から
 みても同様の傾向にあ蛎肥大心は正常心にくらべて容易に心筋虚血を招来しゃすいことを生理
 学的に示し,次にこれら摘出心の組織学的検索より心筋単位体積当幻の毛細血管長を測定すると,
 1麗当りの毛細血管長は心体重比と負の相関を有し,肥大心では正常心に比べ心臓全体における
 毛細血管長の小さいことが示され,す准わち心筋肥大に毛細血管増殖の伴わ左いことが肥大心の
 心筋虚心に陥り易い大き左因子であろうことを形態学的に裏づけ,一方摘出.[♪の冠動豚造影によ
 る冠動脈間吻合の検討では冠動豚間吻合数は心体重比と正の相関にあ外心肥大の傾向を来たす
 につれて冠動豚間吻合の増加すること等を明らかにした。
 以上のことから著者は肥大心は比較的容易に心筋虚血に陥り易い状態にあり,それは心筋肥大
 に毛細血管増殖の伴わをいことが一因と考え7かかる状態は冠動隙間吻合の発達を促進させると
 結論した。
 以上の成績は臨床的にも,心肥大の解釈上一つの示唆を.与えるものと考えられ,充分学位授与
 に値するとした。
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